
2 技能と技術

国際協力の現状

川角 本日出席いただいたお三方は，いずれも

海外で職業能力開発の国際協力に従事してこられ

た方々です。それぞれの立場から，その経験を通

して国際協力の現状や自分が直面した問題点，そ

してそれをどのように解決してきたのかを論点に

話をうかがいたいと思います。

これから新たに国際協力専門家として赴任され

る方や，その希望を持っておられる方々の参考に

なれば幸いです。

座談会に入る前に雇用促進事業団（以下，｢EPC｣

という）が外務省，国際協力事業団（以下，

｢JICA｣という）および労働省からの要請を受け実

施しているODA協力の現況を簡単に紹介します。

専門家派遣は，平成11年１月現在，プロジェクト方

式の技術協力＊１（以下，｢プロ技｣という）関係でチ

ームとして派遣しているのが８ヵ国44名，個別派遣

で10ヵ国プラス１国際機関に12名，全部で56名の

EPCマンが海外で活躍しています。

また，海外からの技術研修員受け入れは，能開大＊，

ポリテクセンター千葉を中心に，毎年 130名を超え

る研修員を受け入れています。
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それでは最初に，お１人ずつ，派遣された国，業

務内容，派遣期間等々を教えてください。

高中 平成６年から９年まで３年間，アフリカの

ザンビア共和国で職業訓練開発計画と題して，職業

訓練制度の改正，訓練施設の管理，運営等に関して，

現地の職業訓練に携わっている技術協力職業訓練局

に対し，アドバイザーとして派遣されました。

まず最初にザンビアが日本とどのような関係にあ

るか説明します。わが国との関係のなかで一番よく

言われることは，ザンビアの銅についてです。日本

は 200億円を超える銅のインゴットを輸入してお

り，日本からは25億円ぐらいの，主として自動車と

かバイクなどの自動車関係に関する部品を輸出して

いる，そのような関係の国です。

また，ザンビアはアフリカ大陸のなかでも南部ア

フリカの一番北にあり，南アフリカと同様に，その

地域の指導を行っており，日本との関係も非常にい

い関係にあります。1991年までカウンダ氏という，

どちらかというと独裁政権が長い間続いていました

が，その後，民主化され，新たな大統領チルバ氏の

もと，いま盛んに国営事業であったものを民営化す

る等々，長い間独裁政権のなかで，どちらかという

と経済的にミスマッチが行われてきたことを，世界

銀行とかIMFの支援のなかで構造改革を積極的に行

っている国です。

私がザンビアに派遣された背景には，それ以前の

プロジェクトからのつながりがあると思います。職

業訓練拡充計画を目的とし，1987年から94年まで７

年間JICAを通して技術協力が行われてきました。

それが終わると同時に日本政府に対しアドバイザー

の要請が上がってきました。その主な内容は，現地

の職業訓練制度を改革することです。その制度改革

を実際にプロジェクトを起こして走らせることが大

きな目的です。

ザンビアの職業訓練は，イギリスあるいはその他，

主としてヨーロッパの先進国の指導を受け訓練制度

ができたのですが，まず現地に行って驚いたことは，

職業訓練の対象が高校卒業者以上と非常にしぼられ

ていること，学校教育制度のなかで小学校から中学

校，中学校から高校と進学していくなかで，教育

訓練施設が極端に少なくなることから，毎年20万

人を超える子どもたちの行き場がなく，産業もな

いことから，街でふらふらする。また，その子ど

もたちは道路で野菜を売ったり，その他の物を，

走る車を止めて売る，私たちはストリートベンダ

ーと呼んでいますが，ドロップアウトされたその

子どもたちに対し教育訓練の場を新たにつくるた

めに援助してきました。

平松 1986年パラグアイ共和国に約２ヵ月，

1989年コロンビア共和国に約１ヵ月，ともに電子

の短期派遣専門家（以下，｢短期専門家｣という）

として，1998年中華人民共和国天津のプロジェク

トに約１ヵ月間制御の短期専門家として派遣され

ました。

その間に入りますが，1990年から３年，ブラジ

ル連邦共和国セナイのプロジェクトにマイコン分

野の長期派遣専門家（以下，｢長期専門家｣という）

として派遣されました。また，1996年には，メキ

シコ合衆国セラヤに第三国研修を立ち上げる目的

で約１ヵ月派遣されました。

黒木 メキシコ合衆国のメキシコ職業技術教育

活性化センタープロジェクトCNAD（セナッド）

に1994年９月から1997年３月まで，約２年６ヵ月

間，機械系の数値制御担当の長期専門家として派

遣されました。このCNADは，教育省の工業技術

教育局DGETI（デヘッティ）が実施機関となって

います。CNADはプロジェクト方式で行われてい

ますので，プロジェクトリーダーをはじめ，各分

野の専門家として指導系１名，機械系２名，制御

系２名およびJICAの調整員１名の日本人７名で構

成されています。

メキシコ側は，所長をはじめ副所長，各分野の

カウンターパートが７名ずつ，合計21名。それと

CNADを支えるスタッフで構成されています。

また，このプロジェクトは５年計画で実施され

ています。技術協力が終わった後，このCNAD自

身がメキシコで現在働いている指導員，特にメカ

トロ分野に携わる指導員に対して技術のレベルア
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ップや活性化，再教育ができるようになることを目

的としています。

川角 そのCNADでの指導員の研修期間はどれ

ぐらいですか。また，その間の給与とか，そういっ

たものはメキシコ側が負担するわけですか。

黒木 研修期間は約１年間です。また，給与等も

通常どおり支給されます。

川角 高中さんからは，ザンビアの情勢等も説明

いただきました。一般的な社会情勢，あるいは雇用

事情，先ほどストリートベンダーが非常に多いとい

う話がありましたが，訓練事情も含めてどうでした

か。ザンビアでは１人当たりのGNPが 370ドルと非

常に低いですが，訓練施設運営のための予算とか，

そういったものはどうでしたか。

高中 いまGNPの話が出ましたが，まず最初に

行ってびっくりしたことは，本当に貧しい。制度に

ついてもそうですし，あるいは国家予算についても

海外からの援助に頼っているのが現状です。

では，どんなに貧しいかということを具体的に電

気のない生活について説明します。首都ルサカには

100万人ぐらいの人口があります。その街の周辺に

はコンパウンドという低所得者の層が住んでいる地

域がありますが，電気が点灯しているのがだいたい

半分。電線は引かれているが，電気代が払えないた

めに電気の恩恵を受けられない。いろいろな意味で

貧しさというのが，まず一番最初に実感として入っ

てきました。

学校に入れるのは，ある程度裕福な家庭の子ども

たちです。小学校は５年間教育で，中学校がその上

に２＋２のような形で４年間，それで９年間の教育

です。それから高校が３年間。高校を卒業する人間

は，もうエリートに近いような人たちで，その人た

ちに対してのみ国としての職業訓練を実施してい

る。そのため，ドロップアウトした子どもたちが街

にあふれている。その子どもたちに対して職業訓練

の場を与えるというのが一番の大きな目的でした。

実際の教育訓練はどのように行われているのかと

いうと，今回，私が派遣された国が実施している訓

練のほかに，文部省で職業教育を行っている。これ

は職業訓練というよりも，進学するための教育訓練，

そのような位置づけがなされています。

また，NGOの職業訓練も現地で行われています

し，そのなかには教会関係で運営されている職業訓

練もありますが，制度自身が相当古く，その制度自

身も守られていないことが一番の問題でした。ザン

ビアでは，日本からの援助だけではなく，イギリス，

ドイツ，イタリアからの援助もあります。他国の援

助の方々とも協議しながら，役割分担で，今回，日

本は中学校卒業者に対しての教育訓練の場を与える

ことを最大の目的とし，その子どもたちが教育訓練

を受けた後，多分に最終的な目的は貧困からの脱却

であるというところにポイントを置きました。

実際に制度を起こし，訓練施設を運営してきまし

たが，これから先，自分たちで消耗機材も含めた運

営ができるかどうかということが一番の問題です。

具体的には訓練中に製作される製品の販売，リヤカ

ー，一輪車等注文製作を行うインカムジェネレーテ

ィングを行っています。

川角 関連して質問しますが，ジェンダーの問題

は開発途上国で非常に大きな１つの課題になってい

ますが，ザンビアでは女性の就労，あるいは地位向

上はどういう状況ですか。

高中 産業がもともとある国ではありません。銅

も海外からの技術者が牛耳っているような状況で

す。その他の産業といえば農業しかない。たばこ，

綿花，トウモロコシ，穀物，それらも大きな産業が

ありませんので，主として卒業者等はどういうこと

高
中
克
明
氏
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をしているかというと，セルフエンプロイメントと

言い，家族，あるいは親族が運営している溶接屋と

か，自動車修理工場，あるいは木工関係で机をつく

っている，４～５人の従業員で経営しているような

店で働くか，あるいは自営するしかありません。

私たちがそういう店を見てみると，確かに女性は

働いていますがごく少数です。そこで私たちとして

は，女性の産業界進出および地位向上を図ることを

目的とし，訓練の定員の25％は女性を採用するとい

うことで話を進めました。訓練施設のなかにはヨー

ロッパ等の指導もあり，女性もごくわずかですが浸

透しつつあります。

川角 メキシコはどうでしたか。私の調査では

GNPが１人当たり3750ドルで，ザンビアと比べて

約10倍の開きがあります。またメキシコは対日感情

が非常によい。わが国もメキシコ人に対して非常に

親愛感がありますし，メキシコ人から見ても，日本

人に対して非常に親日感情が高いと聞いています

が，そういった感情は，どうでしたか。また，特に

メキシコシティあたりは，非常に公害がひどいとい

うことを聞いていますが，公害の実情はどうでした

か。

黒木 対日感情はとてもよかったと思います。日

本人を大切にしてくれる国でした。メキシコシティ

は海抜2240ｍの高地にあります。さらに周囲は高い

山々に囲まれています。ついこの間噴火したポポカ

テペトルと呼ばれる火山もあります。盆地になって

いますので，特に乾季の時期には工場の煙とか，車

の排気ガスなどで空気が相当汚れてきます。日本人

学校では大気汚染の度合いによって青，黄，赤の旗

のうち，赤旗が立つとグラウンドなどでの活動は禁

止され外に出られないようになっています。

大気汚染がひどいといっても，雨季と乾季では違

いますし，２年６ヵ月過ごしてみて私としてはそう

気になるものではありませんでした。これは人によ

って受け取り方がずいぶん違うんだなと感じていま

す。

川角 メキシコは教育省において，職業訓練が管

轄されている。わが国は文部省が教育，労働省は職

業訓練と住み分けがありますが，そのへんはどうで

すか。また，工業系の職業訓練施設というのは，全

国で何施設ぐらいありますか。

黒木 教育訓練に関しては教育省が担当していま

す。そのなかで２つに分かれており，１つは職業訓

練センター局が管轄する職業訓練センターが全国に

198校あります。ここでは基礎的な訓練が行われて

おり，すぐにでも就職をしたい人が対象となってい

ます。もう１つは中卒者を対象とした訓練があり，

CNADの実施機関でもある工業技術教育局が管轄

しています。

このなかには２種類の職業訓練施設があり，１つ

は職業訓練校と呼ばれるもの，もう１つは工業高校

と呼ばれるものがあります。職業訓練校はCETIS

（セティス）と呼ばれ全国に 165校あり，工業高校

はCBTIS（セビティス）と呼ばれ全国に 252校あり

ます。

これらの違いは卒業後すぐに働くか，もしくは大

学への進学も可能かということで分かれていると当

初聞いていました。最近は，仕組みがいろいろ変わ

り，職業訓練校のほうも，徐々に大学に行けるよう

に変わりつつあるという話を聞いています。

やすりがけ作業
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私たちの役割

川角 同じ国際協力を対象とする国でも，学校の

数を比べても，メキシコのように圧倒的な数がある

国やアフリカのように非常に貧困と戦いながら苦労

している国もある。いろいろ事情の異なる国にわれ

われは専門家で出ていくわけです。これは，非常に

感銘が深いものがあります。

本日出席のお三方については，１人はアドバイザ

ー，１人はプロ技の長期専門家として，もう１人は

長期専門家も含め短期専門家の経験が非常に多い方

もいらっしゃいます。それぞれ派遣の形態が異なる

ことから，現地での指導技法を含めた技術移転が違

うと思います。

平松さんは短期専門家として，大変多くの国に行

っておられます。言葉は悪いですが，一発勝負で仕

事をしてこなければならないという役目ですが，技

術移転について，どのような苦労がありましたか。

平松 私は２つの立場から話したいと思います。

長期専門家として短期専門家を呼ぶ場合と，短期専

門家として呼ばれて行く場合です。まず，長期専門

家が短期専門家を呼ぶ場合も２つのケースがありま

す。長期専門家が自分の技能・技術でカバーできな

い分野を短期専門家にお願いする場合。もう１つは

供与機材がらみの場合です。最近の機材は高度な熟

練を要するものや，取り扱い操作が非常に難しいも

のがあります。プロ技に導入したが，まだ立ち上が

っていない。立ち上げのために短期専門家が必要に

なるのです。後のケースの場合，長期専門家はわれ

われ指導員レベルで間に合うのか，メーカーレベル

の専門知識が必要なのか見極めなければなりませ

ん。このような事情で呼ばれる短期専門家は長期専

門家と事前によく打ち合わせておくことが肝要であ

ると思います。特に機材が伴う場合，日本でその機

材メーカーの技術者とよく打ち合わせ，メーカー側

の担当者を決めてから出発したほうが無難です。派

遣されたはよいが，機材が立ち上がらないと苦しい

立場になると思います。

それから，もう１つ情報の入手の件ですが，プロ

技がない場合，アフターケアーとか第三国研修など

の場合は現地に長期専門家がいない場合がありま

す。この場合の情報は調査団報告書がありますが，

現地の要望とずれていても，あわてずに相手側の言

い分をよく聞き，それにできるだけ沿うようにやれ

ばよいと思います。

先ほど川角課長が言われましたように，短期専門

家は一発勝負的なところがあります。まさしくその

とおりで，必要資料はOHPなどにして携行します。

現地で作成するには，機材や時間的な問題があり間

に合わない場合が多いです。また，開発途上国は一

般に，実習用の部品の入手が困難なので，理論だけ

でなく実習させることがキーポイントになります。

この場合，日本であらかじめ組み立てておくもの，

カウンターパートに与えて実習させるものの２つを

事前に準備しておくとよいでしょう。実際には費用

が伴いますので，JICAの調達部経由では，間に合

わないケースが多々あります。このような場合は，

自分の施設で使用しているものを流用し，JICAが

購入してくれたものを施設に戻すやり方が現実的で

あると思います。

準備万端し，実際に現地に行って，目的の1/3程

度達成できたならば成功だと思います。カウンター

パートは授業を担当したり，その準備やその他多く

の雑務も抱えており，そのなかでの技術移転となり

ます。最悪のケースであると１週間に２日程度しか

時間がとれない場合があります。このような場合も

平
松
健
二
氏
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当初の予定を柔軟に変更できるように心がけること

が大切です。まず最初にカウンターパートと協議し，

教える内容，必要な時間を綿密に打ち合わせる。相

手の都合で時間がとれない場合も，相手の了解のも

とに変更します。それをやらないと後で，これも教

えてほしかったのに教えてくれなかったとか，いろ

いろと問題が生じることがあります。

川角 特に短期専門家の場合，プロ技でない形の

場合，現地に日本人の専門家がだれもいない，そう

いうところに１人で乗り込んでいくという格好だと

思います。平松さんは語学，英会話が非常に堪能で

すから問題がないと思いますが，現地で技術移転を

する場合の言語の壁，これはどうされていましたか。

平松 私は原則的には英語で資料を用意します。

英語から現地語への翻訳は，現地の人に手伝っても

らって比較的楽にやれるからです。ところが日本語

から直接現地語への翻訳は困難だと思います。

それから余談になりますが，まず着任したときの

挨拶，離任用の挨拶は現地語で用意しておくと喜ば

れます。現地語をほんの少し話せると受け入れ方が

ずいぶん変わってきます。特に南米，スペイン語圏

では，ジョークを２～３仕入れていかないとパーテ

ィのとき，話題に困ります。特に女性方が，「私，

笑ってあげるから，ひとつお話をしてください」と，

まじまじと言われることがよくあります。そうした

ときに，ちょっとセクシーな話とか，ブラックユー

モア的な話をします。これは挨拶代わりですから，

礼儀として必要なことでしょう。

川角 隠れたノウハウも聞かせていただきまし

た。後ほど，この座談会が終わった後，そのジョー

クの続きをお願いします（笑）。

高中さんは，アドバイザーという立場から技術移

転というよりも，ノウハウ移転だったと思います。

任期中の一番大きな課題は何でしたか。

高中 社会的な問題になっているドロップアウト

した人たちが，街をうろうろするという状況を見た

後，カウンターパートと，この子たちに職業訓練の

場を具体的にどのようにつくるかというところから

スタートし，調査から入りました。ニーズに合った

開設コースを決め，建物，土地を買い，訓練施設を

開いてきました。

調査に当たっては必ず現地の人間と，いまどんな

問題があるのか，どんな実施上の課題があるのか，

訓練施設を起こすには，何をしなくてはいけないか

を，１つひとつ課題としてあげ，そのなかで緊急性

の一番強いものは何だろう。緊急的なものについて

は，それから先に解決していく。また当然，予算的

な裏づけも考慮しなくてはなりませんので，私は，

聞かれたノウハウ移転の課題は，相手国政府のなか

にどっぷりつかってしまうことであると思います。

要は解け合うというか，これはプロジェクトでは

なく，私一人が行ったからできたのかもしれません

が，相手国のなかに私がすっぽり入り込んで，時に

は局長と一緒に１泊２日で外を見ることも計画し，

夜を徹して話をすることもありました。具体的に，

彼が言っていることが間違っていれば，いやそうじ

ゃないだろう，この間ここを見たらこうだったんじ

ゃないかというように自分で確かめながら，また相

手にも確かめさせながら一歩一歩進んでいけたとこ

ろが，一番よかったのではないかと思います。

一番つらかったことは予算のことです。実態とし

て職業訓練施設は授業料を集めて運営しています

が，物価がどんどん上がり，授業料の大半が寮の食

費に使われてしまい，消耗機材も買えないような状

況がありました。特に予算に関しましては入り込め

ない，つらいことが思い出されます。

川角 アドバイザーの仕事は，政府に職業訓練の

制度をアドバイスしてくる仕事なので，ややもする

と，日本のそういった制度を植えつけてくるという

か，もっと悪い言葉で言えば，押しつけてくるとい

う勘違いをして行くと，これは現地側から大変反発

をかいます。

いままでのお話のなかで，高中さんが行ってこら

れた一連のアドバイザー業務のなかで１つ，制度は

なかったけれど，ドロップアウトしたストリートベ

ンダーをもっとフォーマルセクターに組み入れるよ

うな職業訓練制度を立ち上げる提案があり，バスの

工場の敷地を買い上げて，そこを訓練校に改修して
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スタートしたという話をうかがっていますが，どう

だったんですか。

高中 私たちは専門家として海外に派遣される場

合，プロジェクトで派遣される場合も同じですが，

いろいろな意味で経験豊富な方が派遣されていま

す。日本から持っていった資料，あるいは海外で入

手した現地語の資料等で訓練を始めようというよう

な安易な気持ちはあってはならない。私たちがいつ

も思っているのは，私たちはそれなりの経験がある，

経験はあるけど，現地を見て，私たちの経験を現地

に即したようにアレンジしなくてはならない。もち

ろん現地の財政その他，いままでどういう経緯でき

たかも含めて勉強，体験したうえで，自分たちの持

っているノウハウをいかに現地に合うようアレンジ

していくかが大事だと思います。

日本にあるような高度な機材をアフリカに持って

いっても，相手国政府は見栄のために，１台ぐらい

入れてくれという要望もありますが，決してそうで

はなく，その現地でいま何が必要なのか，またその

やり方についても，現地に合ったアレンジが必要だ

と私は感じます。

バス会社の話が出ましたが，ある程度制度ができ，

中学卒業者に対してクラフトの職業訓練を開始する

という具体的な話になり，局長と一緒に大蔵省に行

き，その案を示しました。それと同時にプレスを呼

んで新聞記者に対して，こういう夢があるんだと話

もするなかで，私としては，そこから日本なりの援

助でプロジェクトができれば理想になります。

JICAもいろいろ厳しいところがあり，相手国政

府が本当にやる気および運営力があるのかどうか見

たいという話になりました。国が運営していたバス

会社がつぶれて民営化されるなかで，組織の大改革

があり，１つの工場を閉鎖しました。そこを買えな

いかということになり，バス会社の工場の跡地，約

１haを買い，事務所兼教室，そしてワークショッ

プは倉庫のようなところを，お金をかけないで人力

でもって整備しました。

また職業訓練用機器についても，プロジェクトが

始まっていないので予算がつかない。それで私は

EPC，あるいはJICAと協議するなかで，単独機材

という制度があることから，なんとか単独機材で訓

練をスタートする準備ができないか話しました。幸

いに認めていただき，現在は工場の跡地，環境はも

ともと倉庫ですから，窓が少なくて暗い状況ですが，

そこに電気を引き蛍光灯を取り付け，十分ではない

が，なんとか訓練施設らしくなりました。

川角 EPCは，「生涯職業能力開発体系」という

大きな商品を開発しました。事業主団体を通じて生

涯にわたる能力開発を行う，１つのツールとして利

用していただくことを，積極的に進めています。

これは段階的，生涯にわたって体系的に労働者の

能力開発をしていくための１つのモデルツールで

す。体系的，段階的に労働者の能力を開発していく

ことについて，開発途上国では，比較的，日本の文

化，あるいは考え方と近い東南アジアあたりが，非

常に有力なマーケットとしてありますが，EPC本来

の考え方を世界的に広めていくには，どのようなこ

とに留意しながら今後，進めていけばよいでしょう

か。高中さん，続いてお願いします。

高中 生涯職業能力開発体系は，システムとして

私自身，非常にすばらしいものであると感じていま

す。また，いま話がありましたように，東南アジア

では，すでに職業訓練というか，在職者に対する資

質向上の制度がシステム化されていると言っていい

かと思います。そういう国では，自分が体系のなか

でいまどのへんにいるのか，そして，その企業なり

屋内配線訓練
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国の動きが，どの方向に向いているのかというなか

から，非常に有意義な道しるべというか，ツールと

して意義の深いものがあると感じます。

しかし，先ほど来，アフリカの現況，最貧国の状

況を述べていますが，特に在職者に対する教育訓練

はまったくゼロではありませんが，日本，あるいは

東南アジアのような非常に幅広いコースというもの

は実態としてありません。

システムは非常にすばらしい道具として，これか

ら先，日本がつくったということで，その活用を呼

びかけていくことが必要ですし，いろいろな形での

セミナー，短期間の資質向上が図られる場，そうい

うものができている特に日系企業の多い東南アジア

から始めたら，スムーズに活用される道具ではない

かと思っています。

アフリカではちょっと時期尚早ではないかと思い

ます。アフリカにおいては，今回私どもの計画にも

入っていますが，中卒者だけではなくて，土・日，

あるいは夜の在職者のコースを開くことにしていま

すが，そういうものをまずきちんとさせるというこ

とが必要ではないかと思います。

川角 欧米の影響を受けている国とわが国のよう

なところとでは，労働者の評価の仕方に決定的な違

いがあると思います。例えば欧米系では，資格社会

のなかにつかった制度社会ですから，労働者にとっ

ては何らかの公的な資格が付与されて，その資格を

もって自分をより高く買ってくれるところに自分の

スキルを売り込んでいく，典型的な契約社会です。

わが国は，いま大分崩れかけつつありますがシニオ

リティというか，年功序列型社会と決定的な違いが

あります。

そういう階級社会になるべく近い，合わせていく

能力開発体系というのも視野に入れた広め方を図っ

ていく必要があると思います。平松さんは何回も海

外へ派遣されていますが，実感としてどうですか。

平松 私も非常にすばらしいものをつくったと思

います。これに相当するシステムは日本だけでなく，

ブラジル，ドイツ，イギリス等，いろいろな国のシ

ステムがあり，それぞれの国の実情に合わせて運用

されています。

西欧の影響の強い開発途上国では，エンジニアが

トップで，テクノロジスト，テクニシャン，スキル

ドワーカー，セミスキルドワーカー，といった職階

制があり，それに応じた資格がないと就職できませ

ん。そのなかに，日本が開発したシステムをどうブ

レークダウンして導入するか，海外協力をするうえ

で大きな問題になるのではないでしょうか。

先ほど高中さんが話されたように，現地に適応で

きるようにアレンジしないと，受け入れてもらえな

いと思います。生涯職業能力開発体系そのものの考

え方を相手国に導入して，相手国の実情に合わせて

いくならば，すばらしいシステムに育つと思います。

川角 黒木さんは，メキシコCNADで，先生方

の再研修センターとしてのプロジェクトを実施され

てきましたが，１年間の先生の研修というのは，ま

さしく体系的，段階的であるべきだと思いますが，

生涯職業能力開発体系の考え方を，もしCNADに

適用するとすれば，効果の影響はどうでしょうか。

黒木 生涯職業能力開発体系図は在職者を対象と

してつくられていますが，専門性を徐々に広げてい

く道しるべとしての体系は，技術移転のやり方にも

通じるものがあると思います。１年間の先生の研修

に利用するために，まずカウンターパートの資質向

上のためにアレンジしてみてはどうかと思っていま

す。

メキシコ事情を考慮しながら体系を作成すること

で，その目標を明確にしながらカウンターパート自

黒
木

猛
氏
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身が専門分野を徐々に広げていくことでCNADの

先生としての資質の向上が図られると思います。

また，メカトロ分野に携わる指導員のレベルアッ

プや再教育がCNADの目標ですから，生涯職業能

力開発体系の一部が対象になるかと思いますが，カ

ウンターパートは元はCNADの生徒と同じ指導員

ですので，訓練カリキュラムの構築などにも大変役

に立つものだと思います。

川角 協力の形はさまざまのものがあり，養成訓

練を主とした協力をやっているプロジェクト，向上

訓練を主体とするプロジェクト等いろいろありま

す。向上訓練，いまでいう能力開発セミナー的なも

のをやっている，あるいはこれからやろうとするプ

ロジェクトについて，これから海外に赴任される専

門家の方々にはシステムの考え方を一緒に持ってい

っていただいて，現地にマッチした形での能力開発

体系の普及化というのが非常にすばらしいことだと

思います。

さて話は変わりますが，派遣専門家にとって最も

重要，かつ関心事としてあげることのできることが

らは，自分の任期中に何を残してくるのか。先ほど

の技術移転のお話と重複してくるかもしれません

が，やや難しい言い方をすれば，協力した相手側の

サステナビリティーといいましょうか，自立発展性

をどのようにして形成してくるかというところでは

ないかと思います。

専門家やプロジェクトチームが任期を終えて，引

き揚げてきた後，そのセンターがきちんと引き続き

社会的ステータスを維持し，かつ運営されていくた

めの条件整備，このへんが一番大きなテーマになる

と思います。

非常に高価な供与機材が専門家チームが引き揚げ

た後，使い方がわからず，実習場の隅で埃が積もっ

ているような状況がかつてはありましたが，それで

は，専門家が何をしに行ったのかということにもな

ります。いつまでも供与機材が大切に使われ続ける

には，どうすればいいのか。一にも二にも工夫が必

要だと思いますが，黒木さんは，そのあたりの工夫

はどうされましたか。

黒木 プロジェクトが始まり，その１年後には研

修生が入るということで，カウンターパートにとっ

ては技術移転も受けないといけないし，教材も作成

し授業を行わなければならないといったとても忙し

い時期がありました。私たち専門家も第１期生の入

所に備えてカウンターパートとともに頑張ったこと

を思い出します。

このような状況で機械系７名のカウンターパート

全員に同じ技術移転はできませんので，それぞれの

分野に班分けを行いました。だいたい２人ペアで１

つの機材について技術移転を実施するようにし，そ

の他の機材についても技術移転計画をカウンターパ

ートと一緒に確認しながら行いました。そうするこ

とによって，次に何をやらなければならないかを理

解し，カウンターパートが意欲を持って取り組むよ

うになったと思います。

機材がいつまでも使われるようにするには，カウ

ンターパート自身がその機材を使用できないといけ

ないわけで，｢やってみせる｣｢やらせてみる｣の繰り

返しを行いました。これによりカウンターパートは

自信が持てたようです。機材は徐々に増えていきま

したので，その都度同じように技術移転を行いまし

た。この状態では，まだその機材の技術移転を受け

た人だけしか機材を操作することができないため，

カウンターパート自身の技術の向上や教えるときの

ポイントをつかんでもらうために，お互い技術移転

されたものを教え合う形をとりました。このことに

よりさらに自信がついたのではないかと思います。

川角 平松さんは，同じメキシコでも，15年前に

終了した別のプロジェクトに第三国協力の短期専門

家として行かれました。15年もたっているセンター

ですが，目の当たりにして，自立発展性はどう感じ

ましたか。

平松 まず施設に入って驚いたことは，日本が当

時援助した技術がしっかりと根づいていること，ま

た，日本に対する信頼の厚さが非常なものであるこ

とです。当時はフルヤセイゾウさんという方がリー

ダーだったそうですが，セイゾウ・フルヤ通りがあ

ったり，技術移転として成功した一番いい例である
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と感じました。

機材が15年間継続して使われ，いまもすぐに使え

る状態で管理されている。それは驚異的なことです。

ただし，それと自立発展性の関わりを直接結びつけ

てよいかどうかわかりません。これはうがった意見

かもしれませんが，15年前の技術がそのままで，そ

れ以後どう発展したのかという疑問が残ります。技

能・技術もこの間に進歩しますから，それに対応で

きる体制がないと，訓練校も発展しないからです。

金銭問題があると思いますので，周囲の環境も十分

考えながら，施設の発展を考えた援助が必要である

と感じました。

川角 ご指摘のとおり，何も機械を継続的に使う

ことが自立発展性ではなく，われわれが協力してき

た内容をもとに，よりレベルの高いステータスに持

っていくことが自立発展性だと思います。ここに１

つ，頭の痛い問題があります。契約社会ですから，

インストラクターのジョブホッピングは非常に盛ん

です。せっかくその人に移転したものが，その人が

辞めたために，だれも引き継ぎ手がいないという問

題が現実にあちらこちらで起きています。

そういうジョブホッピングがあったとしても何ら

かの工夫をして，別な人が引き継いで継続的にでき

る策を考えなければいけないと思います。高中さん，

そのへんはいかがですか。自立発展性を促す要件が

いくつかあると思いますが，具体的にあげると，ど

のようなことでしょう。

高中 ザンビアは，せっかく技術移転した人が他

へ流れ込むということは，ほとんど考えなくてすむ

条件のところです。大学を卒業した者が職場がなく

て，近隣のケニアなどに流れ込む。国の費用で勉強

したものが，外国に流れ出るという状況は政府とし

て１つの課題です。つまり給料が安いのでそういう

状況が起きます。私たちが技術移転，私の場合はい

ろいろな意味でノウハウの移転になりましたが，そ

の者がよそへ行くということは，いままでの経験と

してはなかったわけです。

しかし，いろいろなプロジェクトで行っても，個

別で行っても，相手方にいろいろなノウハウを教え

る場合，１名の方だけではなく複数の人を育ててい

く。そのカウンターパートが，同じ組織のなかでほ

かに動いても，経験が組織の外へ出ることなくそれ

が伝わっていくという意味で，極力複数のカウンタ

ーパートを対象にした移転を試みることが大事なこ

とだと思います。

川角 予算的な問題も常について回る大きな問題

ですが，開発途上国においてはランニングコストの

負担が非常に厳しい。ほとんど教材も買えない状態

のプロジェクトが，現在いくつかあります。

こういった予算的な問題をなんとかクリアする方

法として，昔はわが国も応用実習で実習作品を収入

に代えたという時代がありました。インカムジェネ

レーションをどううまく植えつけてくるかというこ

とも１つの方法だと思います。いろいろ難しい問題

がからみますが，何といっても日本が協力したもの

が，ずっと残って成果として引き継がれていくとい

うことが本来の姿であり，いろいろご指摘のあった

方法等でプロジェクトが努力していく，あるいは単

独で派遣された場合もそうすることが必要だと感じ

ました。

昨年の10月東京でTICADⅡ，第２回アフリカ開

発会議が開催されました。これはアフリカ諸国の貧

困からの脱出というテーマの国際会議ですが，この

ときに小渕総理が，今後わが国の技術協力として

南々協力＊２を積極的に進めていこう。併せて，向こ

う５年間にアフリカで2000人の研修を実施すること

を明言されています。

川
角
昭
夫
氏
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これから日本の国際協力はアジアからアフリカへ

シフトしていくと思われます。ザンビアで苦労され

た高中さん，この点からして，能力開発の技術協力

はどうあるべきでしょうか。

高中 ザンビアの場合は，いまのお二方の説明と

はちょっとかけ離れた，特に貧困からの脱却が大き

な目的ですし，ある意味では産業を支える一歩手前

の，明日生きていくためのサバイバル，そのへんに

スタート点があることから，私たちとしては，生活

に密着した職業訓練というか，コース開発，そのへ

んにポイントがあります。

例えば自動車についても，自動車修理とか，現在

の日本の職業訓練ではあまり行われていないテレビ

やカセットレコーダの修理，まだそういう人たちの

ニーズが高いことがあり，一番は無理に引っ張らな

い，現地の状況を見ながら，現地の要請を専門家が

十分に理解するなかで，必ずしも日本からのノウハ

ウ移転だけではなく，ヨーロッパからたくさんの国

が入っていますので，そのへんの役割分担。あるい

はヨーロッパの国では共同で１つの教育訓練に携わ

るようなプロジェクトも最近は出ているように聞い

ていますので，現地の声を聞くなかで，必ずしも日

本からだけではなく，例えば南アフリカで勉強でき

るコースも当然ありますし，ケニアで日本の技術移

転した長い歴史がございます。また，実際に東南ア

ジアにアフリカから派遣している事実があります。

そのように，私たちがかつて技術援助してきたア

ジア諸国の連携が，今後，より活発化していく必要

があると思います。

川角 現在，EPCの専門家集団の専門分野のレベ

ルは非常に高くなってきています。一方，アフリカ

諸国からの要請は，いまから20～30年前のわが国の

現状であった，自動車整備，ラジオ・テレビ修理等

の要請が非常に強い。

今後，EPCがアフリカ諸国の協力に参画していく

場合，そのへんが非常に大きな課題になろうと思い

ますが，現実として，そのへんをどう組み合わせる

かが，これからEPCが行う国際協力の大きな問題だ

と思います。

大変堅苦しい話が続きましたので，ここで閑話休

題。現地での生活などを若干聞かせていただきたい

と思います。黒木さんはメキシコへご家族をお連れ

になりましたが，お子さんの教育，治安対策，何か

生活上で大変失敗した，後で思えば大笑い，そのよ

うな話はありますか。

黒木 メキシコでの生活ですが，職場での仕事は

別として自宅ではできるだけ日本での生活と変わら

ないような生活をしようと心がけていました。とい

うのも，出発前に海外に出ると浦島太郎になるとい

った話も聞かされていたからです。

私は自宅ではパソコンが趣味のようなもので，資

料づくりや図形などを描くのが結構好きです。これ

が技術移転を行うときには，基本的なことからカウ

ンターパートに説明する資料となり，日本に帰れば

また基礎的な訓練では使えますし，この積み重ねが

応用的なものにつながると思っています。そういっ

た資料づくりやインターネットに触れることで浦島

太郎にならないようにしていました。

そんなことばかりでは，うちの家族も怒りますの

で，日本ではなかったこともやりました。私の場合

は盆や正月に田舎に帰省する程度で，旅行をするこ

とはなかったのですが，メキシコに行き，結構あち

こち旅行させていただきました。それが私の家族に

とっては非常によかったようで，特に家内は，メキ

シコにいたい，帰りたくないと言っていました。初

めての海外生活でしたが，メキシコという国が気に

入ったようです。

それから治安対策と学校のことですが，派遣され

た当初，上の子は小学１年生でした。早いうちに日

本人学校に転入させたいと考え，家探しを始めまし

た。日本人学校から，バスの送り迎えがついていて，

車で５分程度のところに，日本人が結構住んでいる

地区があります。入口と出口が違い，そこに警備の

人が必ずいます。そのなかには10世帯程度のアパー

トがたくさん建っています。治安や学校のことを考

えそこを家として決めました。

日本人学校は，日本人コースとメキシコ人コース

に分かれており，当時は日本人コースに300人余り
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の日本人がいました。ここでは体育大会とか音楽会

といったいろいろな行事があり，メキシコ人と一緒

に行われています。普段でも月１～２回程度の文化

交流が行われている学校です。日本人コースで働く

先生方の任期は３年程度で，子どもたちは親の都合

でどんどん入れ替わりますが，受け入れ体制が整っ

ており，転校してくる子どもに対してやさしさと思

いやりを感じました。

私が住んでいた周りを見ると，だいたい車で20分

も行けば大型スーパーがあり，日本食が食べられる

店もあります。日本食を売っているスーパーもあり，

ぜいたくを言わなければ，ほとんど何でもそろうと

いう環境にありました。初めて海外で生活する人や

私たちにとっては住みやすい場所だと思います。

川角 高中さんは帰国されるときに，ザンビアで

の生活道具はどのように処分されてお帰りになった

のですか。

高中 私の場合にはあまりいい参考例にならない

かと思います。私の任期が終わり帰ってくる段階で，

個別で１人派遣されるという状況が生まれましたの

で，前もって派遣される予定の人と連携をとり，私

にはこういうものがある，ここへ来て十分使える。

車についてはこういうものがこういう段階で使える

という話を，ファクシミリ等で連絡をとり合い，今

度個別で来られる方に対しては最小限こういうもの

は持って来るべきだというアドバイスをし，うまく

引き継ぐことができました。

アフリカのザンビアにも，専門家が多いときには

20数名，その他大使館の方，商社の方々がいます。

その方々が帰られる，あるいはどなたが来られると

いう情報を，JICAのなかにまとめているところが

あり，こういう車がいつ手に入るなどという情報も

交換しているそうです。

川角 専門家の場合，たいてい免税特権がついて

います。現地で車を購入する場合，免税で買える。

しかし，処分する場合に税金を払わないで帰り，あ

とあと問題を残すことがあります。車等の耐久財を

処分する場合は，十分注意しなければいけない。そ

の点，ザンビアでは問題ありませんでしたか。

高中 いままで問題は聞いていません。多くの方

が私と同じように，日本人同士で譲っていく形，あ

るいは一部ですが，組織に寄付していくということ

も聞いていますが，特に税金で問題を起こしたとい

う話は，いまのところ幸いにも聞いていません。

帰国に向けて

川角 いろいろ貴重なお話をうかがってまいりま

したが，長期専門家として派遣される方には非常に

切実な問題として，２～３年という期間行ってくる

わけで，派遣前と帰国した後，自分の専門分野にお

ける技術的な落差といったものが必ず出てくると思

います。

あるいは，EPCのなかでも非常にめまぐるしく制

度が変わっています。帰国して初めて聞く言葉も

多々あったと思います。国内情勢がドラスティック

に変化していることに対して，現状を取り戻すのに

黒木さんの場合はどのように対応されたのですか。

黒木 帰国してから，聞き慣れない言葉が結構出

てきました。何のことだろうというのが実感だった

と思います。生活環境や職場環境に慣れ，目先の仕

事に追いやられているうちに，１年ぐらいかかって，

やっとそのへんの意味がわかってきました。

それから，帰国後の話ですが，いま聞き慣れない

言葉があったということをお話ししましたが，仕事

に関してはどうかといいますと，まず技術情報に関

しては実物に触れる面では当然遅れをとりますが，

これは派遣中の取り組み次第で変わってくると思い

ます。私の派遣当初はまだインターネットがそう盛

んではありませんでした。しかし，いまではだれも

が使うような時代になっています。趣味がパソコン

ということもあり，結構そのへんは密かにやってお

りました。技術情報に関するホームページが結構あ

るので，技術情報についてはそんなに遅れずにやっ

ていけるところもあります。

ただ，実際に帰国して高度ポリテクセンターで勤

務していますが，派遣前の職場とは機材の新しさや

職員の数がずいぶん違うものですから圧倒されたと



14 技能と技術

いうのが実情です。そうは言っても，ものを覚える

ときの土台となるのが基礎ですので，その基礎がし

っかりしていれば新たなものに対して基礎をもとに

一生懸命勉強すればいいわけで，２年程度の派遣で

はそんなに心配することはないと感じました。

川角 派遣する側の立場としては，その話は大変

心強いものがあります。行っていただく方に，その

へんの技術的なギャップに対してどう対応してあげ

ればいいのか，いつも悩むところです。ただ，定期

的にEPCからいろいろな技術雑誌等を含めて定期刊

行物を送らせていただいています。

また現在は，インターネットにより簡単に日本側

とコミュニケーションがとれるので，最近は非常に

恵まれた環境にあると思います。

平松さんはいかがですか。ブラジルにおける経験，

能開大から出られて，また能開大にお帰りになった

わけですけれど。

平松 派遣前は異文化圏に行くので，いろいろな

情報を仕入れ勉強して行きます。最近はそれと同じ

ことを，帰国前に無意識のうちに行っています。帰

国に際して，やれやれという気持ちだけでなく，帰

国してからの業務に備えなければいけない。そうい

う気持ちが最近の専門家には定着していると思いま

す。ですから，技術ギャップについて，そう恐れる

ことはないと思います。また，情報網が発達してい

ますから，必要な資料もいち早く入手できます。

別の観点からみると，先ほど黒木さんが，１年く

らいかかると言われた話は本当だと思います。帰国

直後は思考形態に現地の影響が残っています。西欧

流に論理的に物事を考えるようになっています。日

本は東洋思考ですから正反対のものが同時に頭のな

かに存在するようなケースが多くあると思います。

それには理由があり，どちらがよい悪いという問題

ではなくて，両方の考え方が存在するということで

す。帰国直後は向こうの影響が強いので，１年くら

い，日本的思考についていけない場合があります。

日本流の考え方を違和感なく受け入れられるまでに

は，１年くらいかかると思います。

これからの方へ

川角 最後になりますが，これから派遣が予定さ

れている人，あるいは将来，専門家として一度は海

外に出てみたいと思っている若い方々に対して，言

葉の問題，語学の問題も含めて，１人ずつアドバイ

スをいただきたいと思います。

高中 コミュニケーションというのはキャッチボ

ールです。ボールを投げて反対側の人が受けて理解

し，自分の考えを入れてそしてまた投げ返す。内容

はともかく，相手が何を言っているのか，また自分

が何を言いたいのか，正しく伝わらないとノウハウ

の移転なり，技術の移転というのは正確にできませ

ん。

私が一番心配したのは，行く前にマラリア等の病

気もありましたが，自分が思っていることを言葉で

相手に正しく伝えることができるかどうかです。そ

のためには平素からラジオ講座を通勤の途中で聞く

とか，あるいは外国人と話す機会があったら自分か

ら進んで話しかける。普段からレッスンなり語学力

をつける努力を惜しまないことだと思います。

これから先，ぜひ若い専門家，専門性を持ってい

る人たちに，どんどん海外に出ていってもらいたい

という気持ちは強いものがありますが，希望する方

は技術なりノウハウなりは十分あるわけで，一番の

課題は，言葉で自分の思っているものが相手方に伝

わるかということです。いつかは海外で私もという

気持ちのある人には，平素の仕事のなかででもそれ
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を養っていく，培っていく，そういうものが絶対に

必要だと思っています。

平松 私は一番治安の悪いところにいたと思いま

すので，治安の問題を話したいと思います。行く前

に治安について尋ねたことがあります。すると「治

安が心配なら行くな，日本のほうが治安がいいに決

まっている」，それが１つの回答だと思います。多

分，現地の普通の生活をし，特に目立たない，贅沢

をしないことを実行していれば治安の問題はないと

思います。それから，６ヵ月くらい過ぎると，危な

いということが肌身で感じ取れるようになります。

例えばホテルの前に自分の車を停め，帰る間際，い

まこの車は乗ると危ないと直感するようなときがあ

ります。その場合無理をしないで，ホテルの警備員

を２人くらい連れてきて，車に乗って出発するまで

ガードをお願いします。それは生存本能のようなも

のです。ただし，いったん問題が起きてしまうと取

り返しがつかないことを肝に銘じておくことも必要

です。

黒木 コミュニケーションができるにこしたこと

はありませんので，語学の勉強は必要だと思います。

技術移転は言葉も当然大事ですが技術移転を実際に

行うときの考え方として，私が一番大事だと思った

のは，カウンターパートと一緒に取り組み行動する

という姿勢を持つことだと思います。私は専門家な

んだということで，一段高いところから見るような

気持ちで取り組んでいたら，言葉をしゃべれても，

カウンターパートとの信頼関係などに問題が出てく

ることもあります。とにかくカウンターパートと一

緒に取り組み行動する姿勢を持って臨むことが大切

だと思っています。

それからもう１つ，私が派遣されたのが30歳代の

前半でした。プロ技では，そのプロジェクト自体が

成功するようにリーダーを中心にみんなで検討しま

す。国内の施設では，つい自分の科のことだけ，自

分の仕事のことだけを考えて一生懸命取り組んでし

まいがちですが，プロ技では全体を見て，みんなで

考える時間が結構多く持てました。このような経験

が私にとっては非常によかったと思います。これか

ら行かれる人は私の希望として30代前半の人にもプ

ロ技に積極的に参加してほしいと思っています。

川角 まず言葉ができないとコミュニケーション

がとれない，技術移転ができない。そういうことも

あり，私どもEPCでは海外職業訓練協会に委託して，

６ヵ月の英会話の語学研修を通信訓練で実施してい

ます。JICAでも専門家養成中期研修という９週間

にわたる研修もあります。このような研修に積極的

に参加していただければよいと思いますので，あえ

てここで紹介いたします。

本日は大変貴重なお話をうかがいました。今年は

EPCの廃止，新法人の設立という大きな節目を迎え

ますが，人づくり支援という意味での能力開発分野

の国際協力は，これからますます重要になってくる

だろうと思われます。新法人になっても，私たちの

仲間が世界の国々で汗を流して頑張っていることと

思います。

これからも力をお貸しいただき，すばらしい人づ

くり協力に参加していただきますようお願いいたし

まして，これで終わりたいと思います。

ありがとうございました。

本稿は，平成11年２月12日（金）に雇用促進事業

団本部会議室にて行われた座談会の録音より編集し

ました。 【編集部】

〈注〉
＊１：比較的発展した開発途上国が，その国の文化や地理

的に近い周辺開発途上国を対象として研修を実施し技術

協力を行うこと。わが国は，研修員の招聘にかかる経費

や短期専門家の派遣などの協力を行っている。

＊２：広い意味での第三国研修といえる。比較的発展した

開発途上国が，文化や地理的な条件にこだわらないで他

の開発途上国への協力を行うこと。南の国が南の諸国に

協力することからこのように呼ばれる。わが国の役割は

第三国研修の場合と同じである。


